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約22年に渡ってIT関連業務に従事。DEC，EDSにおいては金融機関を中心としたシステムインテグレーション、

情報システム戦略を担当し、特に海外を含む大規模プロジェクトマネジメントに手腕を発揮する。

その後、KPMG及びアーサーアンダーセンの両コンサルティングファームにて情報・経営戦略立案、ERP導入コン

サルティング、BPM（ビジネスプロセスマネジメント）といった数多くのコンサルティング業務に従事。

昨年まではアンダーセン テクノロジーインテグレーションサービス統括パートナーとしてEAI、データマネジ

メント、IT投資効果分析等の新規事業立ち上げに貢献。

2003年1月にヘッドストロングに入社し、現在　ポータル関連（EIP）、IT投資戦略、投資効果分析、パブリック

セクター等の新規事業企画に従事。
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■ EII（Enterprise Information Integration）の登場

ここ最近EIIという言葉を良く耳にするようになった。そのEIIとは何なのか、またEIIがなぜ登場したのかの背景を
考察してみる。まずEIIとは何か？EIIとは企業が市場ニーズを睨み的確なサービスをタイムリーに展開し続ける
ためのキーテクノロジーで、代表的な製品としてイーズ・コミュニーケーションズが提供しているEIIサーバ
LinkmaxESやIBM社のDB2iiが挙げられる。企業において顧客、ビジネスパートナ、従業員への価値を維持し、
高め続けてゆくためには、インターネット技術を利用したシステム基盤が必要であり、そこで取り扱われる情報は

どこからでも、どのような形態であっても、その情報が保管されている場所に関わらず利用できなければならない。

例えばLinkmaxESは、仮想データベース技術を用いて、企業内に散在する情報に対するリアルタイムで透過的な
アクセスを、元の情報を移動したり加工したりすること無く提供することができる。さらに、それらの情報を透過

的に取り出すだけでなく、様々な形のデータに対して更新や削除をトランザクショナルに行なうことが可能と

なっている。図1に示すように従来様々な情報システムから必要なデータを抽出しDWH等に蓄積する手段としては
ETL（Extract, Transform, Loading）等のツールを利用してデータ抽出を行った後、更に必要なフォーマットに
変換してDWHに蓄積する、という方法が一般的である。EIIはそのような手順を必要とせず、単一ビューでの統合
データベースを実現することが可能で、更にはリアルタイムに有効活用することが可能である。これはIT部門、
ユーザ部門のいずれの観点で捕らえても工数削減、コスト削減が可能となり、かつ短期間でのインプリメンテー

ションが実現出来るというメリットを生み出す。

EIIとは何か　～EII登場の背景と必要性～

■図1：EIIの役割
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